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なお、定義したキーワードは、 1. はじめに 
① 番組内で発言された、または字幕として表示さ

れた、番組そのものと関係の深い語句 
テレビ放送がディジタル化するとともに、大容量で低

価格なハードディスクを利用した「蓄積型受信機」の普

及が予想される。蓄積型受信機では、視聴者（ユーザ）

が欲するコンテンツを時間や形態を問わずに自由に視聴

できる環境が望まれている。そのためには視聴補助情報

（メタデータ）の制作と提供が不可欠である。 

② 「難しい」や「?」等、ユーザの疑問を表す語句 

③ 「!」の等、ユーザの強い感情を表す語句 

④ 「CM」というキーワード 

⑤ 「CM」と関係の深いキーワード 

の 5種類である。 
本稿では、視聴者が番組に対して抱いた感情や感想を

基に、放送局が番組に対してメタデータを付与すること

を最終目的とするキーワード抽出手法を検証する。具体

的には、番組のチャットルームを利用し、視聴者の番組

の特定部分に対する発言を時間軸に沿ってキーワードと

して定義し、視聴者の番組に対する情報（感情・感想）

のリアルタイム取得について検討を行ったので、その結

果を報告する。 

これらのキーワードを定義した理由について、①は、ユ

ーザが番組コンテンツのどの部分に興味を持っているの

かを測定する指標になると考えたため定義した。②・③

は、ユーザが番組コンテンツに対してどのような感情、

感想を持っているのかを測定する指標となると考えたた

め定義した。④・⑤は、ユーザがどのようなジャンルの

CM に対して興味を持っているのかを測定する指標になる

と考えたため定義した。 
 

 図 1 に 3 分毎のユーザの総発言回数を、図 2 にキーワ

ードの発生頻度を示す。また、番組コンテンツ内におい

て起きた主なイベントについて、時間軸に記載した。 

2. 実験システム 

2.1 概要 
ユーザの番組コンテンツに対する感想を調査するため

に、ユーザ間で番組コンテンツに関して PC でチャットを

行える環境を構築した。この環境において、ユーザがチ

ャットで入力するキーワードの発生傾向を調査するため

の被験者実験を行った。実験の環境は以下の通りである。 
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  ●被験者    : 10 名(男性 6名、女性 4名) 

  ●番組視聴時間 : 約 57 分 

  ●番組内容   : バラエティー番組 

なお、番組コンテンツに対する発言を多く取得するた

め、番組コンテンツに全く関係のない発言は避けるよう

教示した。被験者には、TV 画面で番組コンテンツを視聴

しながら、PC 端末画面上に表示されたチャットページ上

で自由に会話を行ってもらい、データを取得した。 
 実験の結果、57 分間で約 190 回確認の発言が確認され

た。それらの発言の中から、以下に定義したキーワード

がどの程度含まれているのかを調査した。 

 図 1.3 分毎のユーザの発言回数 
 

3

4

5

6

7
回数 番組と関係のある語句 ユーザの疑問を表す語句

CM ユーザの感情を表す語句
CMと関係のある語句

2.2 キーワードの定義 
ユーザが発言した全ての文字列の中から、キーワードで

あると考えられる語句の 3分毎の発生頻度を調べた。 
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図 2.各種キーワードの発生回数 
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3. 実験結果 
 実験の結果、以下のことが明らかとなった。 

① 番組が開始されてから、発言が安定して書き込ま

れるようになるまで多少の時間(約 6 分)がかかる。

[図 1] 

② ユーザの発言は常に一定の回数書き続けられてい

るわけではない。傾向として、問題が提起されて

いる場面では少なく、問題を解答している場面で

は多く発言されている。[図 1] 

③ 番組と関係の深い語句が多く発言されるのは、問

題が提起されている時ではなく、問題が解答され

ている時である。[図 2] 

④ 12 分の時点では問題文に関係のある語句とユーザ

の感情を表す語句共に多く発言されている。しか

し、42 分の時点では問題文に関係のある語句は多

く発言されているが、ユーザの感情を表す語句は

発言されていない。このことから、12 分の時点の

問題は、ユーザに対して感情的に訴えかけるであ

ったが、42 分の時点の問題はユーザに対して感情

的に訴えかけるものではなかった、などと考える

ことができる。このように、1 つのキーワードだ

けではわからないことも複数のキーワードの発言

頻度を組み合わせることにより情報が抽出できる

可能性もある。[図 2] 

⑤ 全体的にユーザの疑問を表すキーワードが多く発

言されるのは問題が提起されている時ではなく、

問題が解答される時である。このことから、ユー

ザが問題に対して疑問を持つのは、問題が提起さ

れた時ではなく、問題が解答された時である、な

どと考えることができる。[図 2] 

⑥ 番組が CM に入った後は、CM というキーワードが

多く発言される傾向がある。[図 2] 

 このような考察を繰り返すことにより、ユーザが番組

のどの時点において盛り上がりを見せているのか、どの

ような場面に対して興味を持っているのかなど、番組コ

ンテンツ内の特定の場面に対する盛り上がり具合を調査

することも可能になるものと考える。 

 

4. 今後の課題 
今回は、ユーザからのキーワードの発言傾向を時系列

に沿って見ることに主眼を置いた。しかし、番組コンテ

ンツの内容によって発言されるキーワードの種類は変わ

ってくるものと考えられる。異なるジャンルの番組コン

テンツにおいても同様の調査を行う必要がある。 

また、ユーザの特定の感想を反映しているキーワード

は一様の語句だけで表現されるわけではない。それらの

一連の語彙をシソーラスとして一元的に定義[2]していく

べきである。そして、シソーラスを利用した抽出精度の

高いキーワード抽出を行う必要があり、図 3 に示すよう

な方法を検討する必要がある。 

① ユーザが入力した全文字列に対して Cha-Sen[3]を用

いて形態要素解析を行う。 

② ①で解析された品詞のうち、明らかにキーワードと

はなり得ないと考えられる語を削除リストとしてパ

ターン化し、そのパターンに当てはまる語句を削除

する。 

③ ②において削除されなかった語を品詞毎に分類し、

品詞リストとしてパターン化する。 

 

 
ユーザの入力した全

文字列

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Cha-Sen

 不要な品詞を削除し

た文字列 

品詞毎に分類された

文字列 

ユーザの感想を反映

したキーワード 

図 3.キー 

 

④ ユーザの感情を表

として定義し、パタ

⑤ ④で定義されたシ

を用いて③の品詞

を行う。 

⑥ ユーザの特定の感

によって抽出される

上記処理を行うこと

た文字列がフィルタリ

や感想を表す文字列を

できるものと考える。 

しかし、ユーザから

るだけでは再利用可能

よって、抽出したキー

に再構築することも今後

 

5. まとめ 
本稿では、番組コン

から時系列キーワード

ユーザが難しいと感じ

を表すキーワードが多

発生傾向にある法則性

この様な特性を用い

て抱く感情を時系列に

ユーザの嗜好情報をリ

ことが可能になると考え
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